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  4一共肝1 乱数に対する逆サイン法則とその応用

                      大阪教育大学教育学部高嶋恵三

 乱数に対する統計的検定として，1次元対称ランダム、ウォークの滞在時間に対する逆サイン

法則に基づく検定について研究した．まず，GF（2）上の原始多項式に基づくM系列擬似乱数

に対して検定を行った結果，521次の原始279項式に基づくM系列擬似乱数は，原始3項式に

基づくM系列擬似乱数と同様に，長さが次数に比べてある程度大きい場合，例えば長さが

8，000の場合の滞在時間検定に対して明らかな統計的偏りを見せる結果を得た．一方，521次の

5項式に基づくM系列擬似乱数の場合には，同じ長さ8，000の場合の滞在時間検定に対しても

統計的偏りは検出されたかった．この様た現象は，より小さた次数の場合にも現れた．さらに

統計数理研究所の物理乱数に対しても滞在時問検定を行ったが，統計的偏りは検出されたかっ

た．物理乱数との比較のために，線形合同法擬似乱数に対’しても同様の検定を行ったが，統計

的偏りは検出されなかった．

  4一共研一10 大学における統計教育の実態調査

                        統計数理研究所村上征勝

 四年制大学に於ける統計教育の現状を把握し，大学に於ける統計教育のあり方を探るべく，一

昨年と昨年に引き続き研究を行なった．本研究の実施に当たり，国公立，私立大学489校中約

460校の資料を入手し，昨年までに，各大学の講義要項，時間割等の資料をもとに，大学別の科

目数，時間数，講義内容等の基礎データを国公立大学と私立大学に分け分析した．本年度は医

学部に的を絞り，統計教育の実態に就いて分析し数学教育学会で発表した．尚，本年度の研究

会開催実績は7回を数え，資料の検討，データの分析に加え，現在，多くの大学で問題となっ

ている教養部改組と統計学の教育のあり方，ならびに今後の研究の方針等に就いて討議を行

なった．

  4一共研一17 確率的組合せの理論と応用

                      慶鷹義塾大学理工学部渋谷政昭

 1．前年度の研究（3一共研一32）の成果を［3］に発表したが，査読者より，集団遺伝学での成

果との類似を指摘された．確かに，前年度に「確率クラスタリング過程」と名付けたものは，集

団遺伝学でHopPe’s um（1984．1987）と呼ばれているものと同一であった．

 2．しかしHopPe等は集団遺伝学の諸現象にとらわれ，確率クラスタリング過程の基本的

構造を十分に認識していたかったために，それが十分に強力であることを見落していた．主要

点は「壷に玉を入れるモデル」で壷を区別する・しない，玉を区別する・したい，という4つ

の場合の関連を明確にすることであった．これを雲とめて［2］で発表した．

 3．残された問題として，［2コで得られた諸分布の特徴づけ，極限分布，極限分布からの標本

分布，などがある．これを次年度の課題としたい．

 4．前々年度の成果が［1］に印刷された．


